
【はじめに】当検査センターでの SARS-CoV-2リアルタイ
ム PCR検査は，国立感染症研究所の病原体検査マニュアル
2019-nCoVに従った方法で実施している．測定機器は cobas 
z 480と Quant Studio 5 DXを使用し，External Standard 
Curve法により定量値を報告している．
また，cobas z 480は 2nd Derivative Maxによる結果解析を行
っている．今回我々は，cobas z 480の 2nd Derivative Max 
による解析後，改めて Fit Pointsによる再解析を実施したと
ころ，それらの結果で乖離を経験したので報告する．

【方法】測定機器は cobas z 480(Roche Diagnostics)と Quant 
Studio 5 DX(Thermo Fisher Scientific)を使用した．試薬は Ag-
Path-ID One-step RT-PCR Kit(Thermo Fisher Scientific)と感染
研法に準じた Primer Probeセット(Thermo Fisher Scientific)を
使用し，検体は鼻咽腔拭い液を用いた．

【症例】26歳男性．2021年 9月に術前の SARS-CoV-2リア
ルタイム PCR検査を cobas z 480で実施した．
2nd Derivative Maxの解析結果は，N2領域で CP値 34.36，
定量値 4.18×101コピー/5μLであった．

しかし，増幅曲線が PCRサイクルの後半で直線的な反応曲
線となっていたため，今回の CP値 34.36に疑問を感じ，Fit 
Pointsによる再解析を実施した．その結果 CP値 35.60，定
量値 5.00×100コピー/5μL未満となり，さらに測定機器を
変えて Quant Studio 5 DXでの再検査を実施したところ，
Ct値 36.955，定量値 5.00×100コピー/5μL未満であり，Fit 
Pointsと同様の結果となった．
【まとめ】Fit Pointsでは Threshold Lineを任意の位置に設
定して解析するため測定者間での誤差が大きくなる．この

ことから再現性の高い解析方法として 2nd Derivative Maxを
選択してきた．しかし，今回 2nd Derivative Maxと Fit 
Pointsの解析結果で乖離する症例を経験した．今回の経験
により cobas z 480を用いたリアルタイム PCRの解析につ
いて，PCRサイクルの後半で直線的な反応曲線を認めた場
合，2nd Derivative Max だけではなく Fit Pointsによる再解
析を行う必要があり，また，解析結果に乖離を認めた場合

には適切な解析方法を選択することが重要であると考えた．
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